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特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 
平成 20 年５月 23 日付「平成 20 年３月期 決算短信」にて発表いたしました平成 21 年３月期第２
四半期累計期間（平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日）及び通期（平成 20 年４月１日～平成
21 年３月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたします。また、特別損失が発生いたしますの
で、あわせてお知らせいたします。 
 

記 
 
１．特別損失の計上について 
 平成 21 年３月期第２四半期累計期間において、「固定資産の減損に係る会計基準」にもとづき、

連結子会社の保有する固定資産（建物附属設備、ソフトウェア、リース資産等）について減損処

理を行い、当第２四半期累計期間において連結で 98 百万円の減損損失を計上いたします。 
 また、当社単体において同連結子会社に対する貸付金に係る貸倒引当金繰入額 158 百万円を特

別損失として計上いたしますが、連結子会社に係る特別損失については、連結決算上消去されま

す。 
 

２．第２四半期累計期間（平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日）業績予想の修正 

(1) 第２四半期累計期間（平成 20 年４月１日～平成 20 年９月 30 日）業績予想 

① 連結 

   （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 1,840 10 120 30 

今回修正予想（B） 1,880 30 180 22 

増減額（B-A） 40 20 60 △8 

増減率（％） 2.2 200.0 50.0 △26.7 

ご参考：前期(通期)実績 1,093 △270   △215 △251 



2 

② 個別 

   （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 1,430 85 22 45 

今回修正予想（B） 1,450 85 250 35 

増減額（B-A） 20 0 228 △10 

増減率（％） 1.4 0 － △22.2 

ご参考：前期(中間期)実績 857 △197 △137 △172 

 

(2) 修正理由 

① 連結 

第２四半期における当社の売上高及び営業収益は、順調に推移したことにより、売上高が

約 40 百万円増加し、これに伴い営業利益が 20 百万増加いたしました。営業外損益につきま

しては、単体において、下記のとおり当初予定を上回る形になりますが、当初見込んでおり

ました、連結子会社の償却債権の回収が、計画どおりに進まなかったことや連結子会社にお

ける為替差損約 20 百万円などの影響により、連結の経常利益は、180 百万円となる見込みで

す。当期純利益につきましては、平成 20 年４月 28日付けで公表いたしました当社の過年度

の決算にかかる不祥事に関する不正事件関連支出や上記の減損損失などの特別損失の計上

もあり、22百万円となる見込みであります。 

 

② 個別 

第２四半期における当社個別の売上高及び営業収益につきましては、連結と同様概ね計画

どおりに推移いたしました。また、営業外損益につきましては、期初時点において米国にお

けるサブプライム問題を契機とした景気の鈍化や円高基調を踏まえ、第２四半期における営

業外損益について保守的に計画をしておりました。しかしながら、当第２四半期累計期間に

おいて、当社単体における貸付金の利息収入や投資有価証券の利息収入等により、当社単体

の経常利益は、250 百万円となる見込みです。そして、当期純利益につきましては、上述い

たしましたとおり、当社連結子会社の日本保証システム株式会社への貸付金に対して貸倒引

当金繰入額を特別損失として計上することとなり、当期純利益は 35 百万円となる見込みで

あります。なお、連結子会社に係る特別損失については、連結決算上消去されます。 

 

３．通期（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日）業績予想の修正 

(1) 通期業績予想（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

① 連結 

   （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 4,040 110 280 180 

今回修正予想（B） 4,040 110 280 80 

増減額（B-A） 0 0 0 △100 

増減率（％） 0 0 0 △55.6 

ご参考：前期(通期)実績     3,151 49 258 229 
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② 個別 

   （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前回発表予想（A） 3,040 160 350 170 

今回修正予想（B） 3,040 160 350 100 

増減額（B-A） 0 0 0 △70 

増減率（％） 0 0 0 △41.2 

ご参考：前期(通期)実績 2,513 233 446 219 

 

(2) 修正理由 

この度の特別損失の発生により、当期純利益につきましては、連結、個別の通期の業績予想

を修正するものです。また、第２四半期累計期間における経常利益の修正の影響につきまして

は、昨今の経済情勢による為替差損等も鑑み下期において吸収されると計画し、通期における

経常利益の修正は行いません。 

なお、売上高、営業利益につきましては、当初見込みどおりであります。 

 

 

（注）上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり

実際の業績は、今後の様々な要因により、上記予想数値とは異なる可能性があります。 

 

以 上 


